	300 ～に難くない／＊～やすい／＊～よい 



動詞：ます形　　＋　　やすい　　　・
　　　　　　　　　　　よい
名詞：　×　　　＋　　に難くない　・
動詞：原形



	♯　解説　♭


　「～やすい」は対象の性質を客観的に表す表現で、「書きやすいペン・折れやすいペン」のように、いい場合にも悪い場合にも使えます。しかし、「～よい」は「折れやすいペン→×折れいいペン」のように、「良い・快適だ・楽だ」など常に良い評価にしか使われません。この対義語が「～にくい」です。
　一方、「～に難くない」は心理・思考面を表す動詞「想像する／察する／理解する／同情する…」や名詞に接続し、容易に推察できるという意味を表します。同情や共感が表れる表現です。ですから、例文４、５のような客観事実を述べる文では「～に難くない」は使えません。この対義語が「～難い」（→文型034）です。
　理解しやすい内容　　＜内容が平明＞
　理解に難くない内容　＜同情・共感＞
	§　例文　§


１．豊かな社会に憧れる開発途上国の人々の気持ちは、理解するに難くない。
２．カルト教団に息子・娘を奪われた親たちの嘆きは、察するに難くない。
３．祖国が民族に別れて争う悲劇は、想像に難くない。
４．この小説はわかりやすい言葉で書かれているから、外国人にも読みやすい。
５．社会施設も整っていて環境も良く、住み良い街ですね。

	★　例題　★


1)　あの鬼社長が、料理を作るのが趣味だった（なんか／なんて）、（想像する／想像し）（に難くない／難い）ね。
2)　子供の心は（傷つく→　　　　）やすいから、子供の前（　）言い争いを（する→　　　）りしない方がいい。

	(^^)前課の解答(^^)


1)　要するに／かこつけて／だけ（～した・きり→文型064）
